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２月２６日（水曜日）

代表質問
２月26日、27日の代表質問で
は、会派を代表して4人の議員が
質疑・質問を行いました。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
記

録
的
豪
雨
が
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
は
正
確
な
情
報
と
リ

ス
ク
の
認
識
が
大
切
で
あ
る
。
法

改
正
に
よ
り
大
雨
の
基
準
を
引
き

上
げ
て
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図

を
作
成
し
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
本
県
だ
け
公
表
し

て
い
な
い
現
状
の
認
識
を
伺
う
。

18
の
県
管
理
河
川
で
最
大
規

模
の
降
雨
を
想
定
し
た
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成
を
進

め
、
併
せ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
１
４
８
の
河
川
で
県
独
自
に

水
害
リ
ス
ク
情
報
図
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
県
内
で
激
甚
な

水
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
考

慮
し
、
５
月
末
ま
で
を
目
途
に
す

べ
て
を
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て

小島信昭
（自民）

岡　重夫
（県民）

２月２７日（木曜日）

田並尚明
（民主フォーラム）

西山淳次
（公明）本会議の様子

代表質問・一般質問で
行われたすべての質疑
質問・答弁の全文は、埼
玉県議会のホームペー
ジでご覧いただけます。

こ
こ
数
年
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対

す
る
社
会
の
認
知
度
は
急
速

に
進
ん
だ
。
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、

歴
史
や
風
土
を
生
か
し
た
埼
玉
な

ら
で
は
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
を
練
り
上
げ
、
そ
れ
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

る
。
決
意
を
含
め
所
見
を
伺
う
。

令
和
２
年
度
に
は
庁
内
推
進

本
部
を
、
そ
し
て
ま
た
多
様

な
団
体
と
知
恵
を
出
し
合
う
べ
く

官
民
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
※

６
）
を
立
ち
上
げ
る
。
ほ
か
の
自

治
体
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み
事
例

を
参
考
と
し
つ
つ
、
地
域
特
性
や

現
状
を
踏
ま
え
て
集
中
的
に
取
り

組
む
重
点
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
埼

玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
る
。

埼
玉
な
ら
で
は
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
※
５
）の

取
り
組
み
を

異
常
気
象
、
感
染
症
、
サ
イ

バ
ー
テ
ロ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

危
機
か
ら
県
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
、
県
の
危
機
管
理
体
制
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
有
識

者
に
よ
る
と
危
機
管
理
の
要
諦
と

は
「
悲
観
的
に
準
備
し
、
楽
観
的

に
対
処
す
る
」
と
の
こ
と
だ
が
、

知
事
が
考
え
る
危
機
管
理
の
要
諦

と
は
何
か
を
伺
う
。

危
機
管
理
の
要
諦
は
準
備
に

あ
る
。
発
生
時
に
い
か
に
危

機
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
か
を

日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
く
。
あ

ら
か
じ
め
起
こ
り
得
る
災
害
を
想

定
し
、
対
応
す
る
組
織
と
実
施
す

べ
き
行
動
を
決
め
、
訓
練
を
繰
り

返
す
こ
と
、
お
よ
び
実
際
の
危
機

に
際
し
て
は
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
の

原
則（
※
１
）が
重
要
と
考
え
る
。

危
機
管
理
の
要
諦
に

つ
い
て

日
本
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢

化
が
進
む
と
い
わ
れ
る
本
県

は
社
会
保
障
費
の
負
担
増
大
が
予

想
さ
れ
る
が
、
県
民
の
安
心
安
全

を
守
る
た
め
に
必
要
な
事
業
費
を

削
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
限
り
あ

る
予
算
を
ど
の
よ
う
に
何
を
優
先

し
て
振
り
分
け
る
か
が
重
要
と
な

る
。
今
回
の
予
算
編
成
で
ど
の
よ

う
な
点
を
重
視
し
た
の
か
伺
う
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
は

安
心
と
元
気
が
キ
ー
ワ
ー
ド

で
、河
川
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
、危

機
管
理
体
制
の
強
化
、
医
療
や
福

祉
の
充
実
、
県
経
済
活
性
化
な
ど

に
取
り
組
む
。歳
出
を
総
点
検
し
、

成
長
分
野
や
新
た
な
行
政
課
題
へ

の
対
応
に
重
点
化
し
て
予
算
配
分

し
、
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼
玉

県
の
実
現
に
力
強
く
踏
み
出
す
。

令
和
２
年
度
埼
玉
県
予
算

に
つ
い
て

県
は
イ
ツ
モ
防
災
と
銘
打

ち
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ

ク
を
県
民
に
配
布
し
て
い
る
が
配

布
方
法
と
内
容
に
課
題
が
あ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
と
一
緒
に

配
布
す
る
の
で
な
く
、
県
の
予
算

を
使
い
全
県
民
に
無
償
で
届
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、外
出
時

に
大
地
震
に
遭
遇
し
た
際
の
対
応

も
内
容
に
追
加
す
べ
き
と
考
え
る
。

県
の
費
用
負
担
な
し
で
全
世

帯
に
配
布
し
た
が
、
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
の
内
容
は
常
に

見
直
し
が
必
要
で
、
配
布
に
多
額

の
予
算
が
掛
か
る
た
め
、
配
布
方

法
の
変
更
は
慎
重
に
検
討
す
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
の
内
容
を
広

報
紙
で
紹
介
し
た
り
、
携
帯
で
き

る
よ
う
ア
プ
リ
化
し
た
。
外
出
時

の
対
応
も
内
容
に
取
り
入
れ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（
※
２
）の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

国
際
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
踏
ま
え
、
知
事
は
埼
玉
版

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
発
表
し
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
、
持
続
可
能
な
発

展
・
成
長
を
す
る
埼
玉
県
づ
く
り

を
目
指
す
と
し
た
。
令
和
２
年
度

予
算
に
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
※

７
）
の
実
態
調
査
費
が
初
め
て
計

上
さ
れ
た
が
、
取
り
組
み
に
対
す

る
決
意
を
伺
う
。

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
で
き
な
い

方
も
含
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

当
事
者
が
直
面
す
る
困
難
を
把
握

す
る
実
態
調
査
を
令
和
２
年
度
に

行
い
、
必
要
な
支
援
を
検
討
し
実

施
す
る
。
ま
た
、
当
事
者
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
新
た
に
県
内
企
業
へ
の
啓
発

事
業
を
行
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

知
事
の
政
治
姿
勢

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
生
活

支
援
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し

て
い
る
。
県
と
市
町
村
が
協
力
し

て
企
業
に
働
き
掛
け
、
高
齢
者
に

使
い
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
店
舗
が
地
域
に
増
え
れ
ば
、
外

出
支
援
や
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後

の
取
り
組
み
と
し
て
企
業
と
の
連

携
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
な
ど
で

市
町
村
と
企
業
の
連
携
を
支

援
し
て
お
り
、
高
齢
者
に
優
し
い

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が
始
ま
っ
て
い

る
。
令
和
２
年
度
は
こ
れ
ら
を
プ

ラ
チ
ナ
・
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ョ
ッ
プ

（
※
３
）
と
し
て
登
録
し
情
報
提

供
す
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
一
環
で
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
全
国
初
と
な
る
。

防
災
減
災
を
県
政
の
主
流
に

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
を

す
べ
て
の
県
民
へ

県
は
市
町
村
の
上
部
組
織
な

の
か
、
対
等
で
協
働
す
る
存

在
な
の
か
、
ど
ち
ら
の
認
識
な
の

か
伺
う
。
例
え
ば
市
町
村
を
支
援

す
る
と
い
う
言
葉
は
対
等
で
は
な

く
上
か
ら
目
線
に
感
じ
ら
れ
る
が

考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
市
町
村
の

多
様
性
を
認
識
し
た
上
で
、
全
県

的
な
施
策
を
立
案
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

市
町
村
は
住
民
に
身
近
な
事

務
を
、
県
は
広
域
に
わ
た
る

事
務
を
分
担
す
る
対
等
な
協
力
関

係
に
あ
る
が
、
広
域
自
治
体
の
立

場
か
ら
補
完
す
る
視
点
で
市
町
村

を
支
援
す
る
こ
と
も
あ
る
。
県
は

多
様
な
地
域
特
性
に
鑑
み
、
全
県

的
な
施
策
と
地
域
ご
と
の
施
策
を

適
切
に
組
み
合
わ
せ
、
市
町
村
と

協
働
し
て
施
策
を
展
開
す
る
。

知
事
の
基
本
的
考
え
方

県
と
市
町
村
の
関
わ
り
に

つ
い
て

本
県
の
児
童
福
祉
司
１
人
当

た
り
の
対
応
件
数
は
全
国
平

均
に
比
べ
突
出
し
て
い
る
。
児
童

相
談
所
職
員
の
負
担
軽
減
と
体
制

強
化
を
図
る
た
め
、
一
部
業
務
を

民
間
委
託
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
国
が
掲
げ
る
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
の
全
市
町
村
へ
の
設

置
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
支
援
体

制
を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
元
年
９
月
か
ら
川
越
・

所
沢
児
童
相
談
所
管
内
で
、

リ
ス
ク
が
低
い
虐
待
通
告
の
安
全

確
認
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
す
る
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
民
間
委
託
の
拡
充
な
ど
を
図

る
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
専

門
職
の
育
成
研
修
や
情
報
提
供
な

ど
、
拠
点
設
置
に
向
け
た
市
町
村

へ
の
支
援
を
進
め
る
。

児
童
相
談
所
職
員
の
負
担
軽
減
と

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

（
※
４
）整
備
へ
の
支
援
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

は
不
可
欠
で
あ
り
、
新
学
習

指
導
要
領
で
も
そ
の
活
用
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
リ
ー
ド
す

る
人
材
を
育
成
す
る
に
は
明
確
な

目
標
が
必
要
で
あ
る
。
県
と
し

て
、
短
期
的
指
針
や
中
長
期
的
目

標
を
定
め
た
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
推
進

方
針
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
の
情
報
化
が
急
速
に
進

む
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

の
ほ
か
、
人
材
育
成
や
教
育
指
導

を
含
む
広
い
視
野
に
立
っ
た
計
画

が
必
要
で
あ
る
。
県
は
国
の
計
画

策
定
に
先
行
し
て
、
授
業
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
方
法
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。
今
後
国
の
計
画
が
策
定
さ

れ
次
第
、
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
の
活
用

を
含
め
た
県
の
計
画
を
策
定
す
る
。

Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ（
※
８
）

推
進
方
針
の
策
定
に

つ
い
て

一般質問
２月2８日、３月２日、３日の一

般質問では、９人の議員が質疑・
質問を行いました。

２月２８日（金曜日）

平松大佑
（県民）

須賀敬史
（自民）

町田皇介
（民主フォーラム）

３月２日（月曜日）

安藤友貴
（公明）

髙木功介
（自民）

村岡正嗣
（共産党）

３月３日（火曜日）

醍醐　清
（県民）

木下博信
（自民）

諸井真英
（自民）

知
事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
求
め
、
以
下
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。
県
内
感
染
者
の
正

確
な
把
握
と
情
報
提
供
、
感
染
原

因
の
解
明
と
感
染
者
の
移
動
経
路

な
ど
の
調
査
と
結
果
の
公
表
、
病

院
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
、
県

民
の
不
安
解
消
の
た
め
の
相
談
体

制
の
強
化
、
県
主
催
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
、
検
査
体
制
の
早
急
な
整
備
。

保
健
所
が
感
染
者
の
感
染
経

路
や
濃
厚
接
触
者
を
把
握

し
、
原
因
や
経
路
を
徹
底
調
査
し

て
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
。
医

療
機
関
の
受
け
入
れ
ル
ー
ル
の
明

確
化
を
国
に
求
め
る
。
24
時
間
対

応
の
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
は
事
情
を
勘
案
し
検

討
す
る
。
ま
た
、
検
査
体
制
の
整

備
を
国
に
緊
急
要
望
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）

の
感
染
拡
大
防
止
対
策

代表質問

医
師
不
足
の
診
療
科
へ
専
門

医
を
派
遣
す
る
に
は
医
師
確

保
が
必
要
で
あ
る
。
高
度
医
療
に

携
わ
る
環
境
な
ど
、
多
く
の
医
師

か
ら
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り
を
進

め
、
県
内
の
医
療
機
関
に
医
師
を

派
遣
し
て
い
く
。
不
採
算
な
小
児
、

救
急
な
ど
高
度
専
門
・
政
策
医
療

の
提
供
を
法
人
の
目
的
と
し
、
引

き
続
き
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
。

高
度
な
専
門
医
療
を
提
供
し

医
師
数
も
増
え
て
い
る
県
立

病
院
で
は
地
方
独
立
行
政
法
人
化

に
向
け
本
格
的
な
準
備
が
始
ま

る
。
地
方
独
立
行
政
法
人
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
医
師
不
足
の
地
域

や
特
定
の
診
療
科
へ
柔
軟
に
医
師

を
派
遣
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
不
採
算
で
も
必
要
な

高
度
医
療
を
担
保
で
き
る
の
か
。

県
立
４
病
院
の
地
方
独
立

行
政
法
人
化
に
つ
い
て

代表質問

ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

な
ど
先
端
技
術
の
活
用
に
よ

る
生
産
性
革
命
を
普
及
拡
大
し
、

県
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
通
信
基
地
局
な

ど
基
盤
整
備
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。
特
に
農
業
で
は
就
農
者
数

の
減
少
や
高
齢
化
へ
の
対
策
に
期

待
さ
れ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入

と
普
及
は
、
技
術
の
進
捗
や

品
目
ご
と
の
導
入
可
能
性
を
見
極

め
な
が
ら
進
め
る
。
令
和
２
年
度

予
算
で
は
、
研
究
開
発
、
技
術
実

証
、
普
及
実
装
の
３
段
階
に
分
け

て
取
り
組
む
。
費
用
対
効
果
の
観

点
か
ら
最
適
な
基
盤
整
備
を
見
定

め
導
入
支
援
を
検
討
す
る
な
ど
、

も
う
か
る
農
業
を
推
進
す
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
に

向
け
て

代表質問

サ
ッ
カ
ー
以
外
の
使
用
も
含

め
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

運
用
を
し
て
稼
働
を
増
や
そ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。
ま
た
昨

年
、
ス
タ
ジ
ア
ム
内
に
ビ
ュ
ー
レ

ス
ト
ラ
ン
が
完
成
し
た
が
、
有
効

活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
欧
州
の
よ

う
に
食
事
と
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
セ

ッ
ト
販
売
し
て
付
加
価
値
を
高
め

て
は
ど
う
か
。

メ
イ
ン
ピ
ッ
チ
で
の
サ
ッ
カ

ー
体
験
ツ
ア
ー
や
ス
タ
ジ
ア

ム
開
放
デ
ー
、
大
型
映
像
装
置
を

使
用
し
た
ｅ
―
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
を
実
施
し
、
年
間
利
用
者
数
の

約
30
％
増
加
が
目
標
で
あ
る
。
ま

た
、
食
事
と
観
戦
を
セ
ッ
ト
に
し

た
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
ほ
か
試
合
前

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
ビ
ュ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
の
活
用
を
促
す
。

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
○
○
２

を
真
の「
聖
地
」と
す
る
た
め

平
成
30
年
度
、
本
県
の
高
校

２
年
生
の
約
12
％
は
、
平
日

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間
が

５
時
間
以
上
で
あ
る
。県
と
し
て
、

ネ
ッ
ト
依
存
・
ゲ
ー
ム
障
害
に
つ

い
て
相
談
で
き
る
人
材
を
現
在
の

相
談
窓
口
で
あ
る
保
健
所
に
配
置

で
き
る
よ
う
、
研
修
や
専
門
人
材

の
育
成
を
行
い
、
対
策
を
早
急
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ネ
ッ
ト
依
存
や
ゲ
ー
ム
障
害

の
相
談
に
県
の
保
健
所
な
ど

で
依
存
症
に
精
通
し
た
精
神
保
健

福
祉
士
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職

が
対
応
し
て
い
る
。
国
が
現
在
ま

と
め
て
い
る
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策

を
踏
ま
え
、
保
健
所
職
員
対
象
の

研
修
に
ゲ
ー
ム
障
害
を
盛
り
込
み
、

よ
り
専
門
性
の
高
い
職
員
を
育
成

す
る
な
ど
対
策
を
早
急
に
進
め
る
。

ネ
ッ
ト
依
存
・
ゲ
ー
ム

障
害
の
対
策
に
つ
い
て

保
育
園
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

は
、
保
育
士
の
業
務
負
担
軽

減
や
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
。
県

内
保
育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
状
況
と
、

県
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進

す
る
の
か
伺
う
。
幼
稚
園
で
も
、

業
務
負
担
の
軽
減
の
ほ
か
、
情
報

の
速
報
性
が
増
す
な
ど
保
護
者
に

も
有
意
義
で
あ
り
、
同
様
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
元
年
度
に
県
内
保
育
所

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
状
況
を
調
査

し
た
が
導
入
が
進
ん
で
い
る
と
は

言
え
な
い
。
有
効
性
を
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
、
保
育
所
の
管
理
者

向
け
研
修
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
セ
ミ
ナ
ー

を
新
た
に
加
え
る
。
幼
稚
園
へ
も

先
進
事
例
の
紹
介
の
ほ
か
、
シ
ス

テ
ム
活
用
研
修
の
開
催
を
検
討
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
取
り
組
む
。

保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進

に
つ
い
て

一般質問

高
度
情
報
化
社
会
の
技
術
を

支
え
る
Ｉ
Ｔ
人
材
が
不
足
し

て
い
る
。
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
技
術
書
な
ど
を
備
え
た
部
屋
を

若
者
が
無
料
で
利
用
で
き
れ
ば
、

大
人
が
指
導
し
な
く
て
も
自
然
と

優
れ
た
技
術
者
が
育
つ
。
こ
う
し

た
若
者
Ｉ
Ｔ
技
術
者
養
成
の
た
め

の
「
た
ま
り
場
」
を
全
国
に
先
駆

け
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

「
た
ま
り
場
」
は
指
導
者
に

依
存
し
な
い
点
で
斬
新
で
あ

り
、
実
験
的
に
開
い
て
利
用
者
の

声
を
聴
き
た
い
と
考
え
る
。
一

方
、
指
導
者
不
在
の
中
、
公
の
施

設
の
一
部
を
提
供
す
る
上
で
施
設

管
理
は
ど
う
在
る
べ
き
か
、
優
秀

な
若
者
を
ど
の
よ
う
に
呼
び
込
む

か
な
ど
課
題
も
あ
る
。
そ
の
必
要

性
や
運
営
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

若
者
Ｉ
Ｔ
技
術
者
養
成
の

た
め
の「
た
ま
り
場
」の

設
置
に
つ
い
て

その他の主な質疑・質問
●埼玉高速鉄道線延伸について
●教職員のわいせつ・セクハラ行為根絶に向けた取り組みについて
●重度心身障害者医療費支給事業補助金について
●温暖化防止へ政治決断を

●本県の子どもたちをどう育んでいくのか
●子どもの貧困対策について
●直轄警察犬・警備犬、嘱託警察犬の活用と体制強化について
●ベトナムからの技術者・技能者などの受け入れ促進について
●地下鉄12号線の延伸について
●障害児者の家族にとって「入所施設」＝「くらしの場」は待ったなし
●委託、発注などに対して留意すべきこと
●シェアサイクルの普及促進について
●�新型コロナウイルス対策に伴う小学校、中学校、高等学校の休校へ
の対応について

代表質問
から

一般質問
から

※１　プロアクティブの原則
危機管理に関して用いられ、

「疑わしいときは行動せよ」、「最
悪の事態を想定して行動せよ」、
「空振りは許されるが見逃しは許
されない」の三つの原則から成り
立つ考え方。

※２　地域包括ケアシステム
高齢者が住み慣れた地域で自分
らしい暮らしを続けられるよう、
医療、介護、介護予防、生活支援、
住まいを関係者が連携して一体的
に提供する仕組み。市町村が主体
となって構築する。

※３　プラチナ・サポート・ショップ
市町村と連携し、コンビニエン
スストアによる移動販売のほか、
配達、送迎、見守りなど高齢者に
優しいサービスを実施している店
舗。登録した店舗のサービス情報
を地図などで可視化し、高齢者や
その家族に情報提供する。

※４　子ども家庭総合支援拠点
すべての子どもとその家庭およ
び妊産婦などを対象に、実情把
握、情報提供、相談、関係機関と
の連絡調整など福祉に関し必要な
支援を行うための拠点。市町村が

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安心・安全 知事の県政運営方針 災害対策

福祉

教育

医療・保健

ICT（情報通信技術）

埼玉スタジアム２○○２

埼玉県議会のホームページで、一問一答形式にした質疑質問・答弁の全文や、定例会の概要などをご覧いただけます。各種検索サイトから 埼玉県議会

用 語 解 説

一般質問

一般質問

一般質問 一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

代表質問

代表質問

代表質問

代表質問

代表質問

整備し運営する。国は令和4年度末ま
でに全市町村へ設置することを目指し
ている。

※５　SDGs
Sustainable　Development�

Goals（持続可能な開発目標）の略
称。2030年までに持続可能で「誰一人
取り残さない」世界を目指すための17
の国際目標で構成される。

※６　コンソーシアム
企業、大学、自治体などの各種団体

が複数集まり、共通の目的や目標を持
ち活動する組織。

※７　LGBTQ
レズビアン（女性の同性愛者）、ゲイ

（男性の同性愛者）、バイセクシュアル
（両性愛者）、トランスジェンダー（生
まれたときの性別と自認する性別が一
致しない人）に加え、クエスチョニン
グ（性の在り方を決められない、分か
らないなどの人）を指す表現。

※８　EdTech
Education（教育）とTechnology

（技術）を組み合わせた造語。教育に
おけるICTなどの新しいテクノロジー
を活用した手法。

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ


